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１ 研究目的 
本研究は、公立中学校の英語リーディング学習において、多読学習活動をすること
により、それが中学生の読解力にどう影響を及ぼしたか、生徒の読解活動に対する認識
はどうかを検証するためのものである。リーディングにおいて中学生がどうテキストを
読んでいるか、何を理解しているか、またリーディングに対して、英語学習に対してど
う思っているのか変化が見られたかを考察した。 
 研究主題は「英語絵本多読学習」とあり、研究計画時点では絵本による多読を考えて
いたが、教育課程と学年運営の都合上、絵本ではない多読教材で研究を開始しなければ
ならなくなり、絵本は研究期間後期の授業内と内容読解を測る際に使用した。 
 多読学習の先行研究は多くあるが、それらの多くは大学や私立高校のそれであり、公
立中学校においてのものは少ない。公立中学校で 22 年指導支援していた「現場感覚」で
言えば、公立中学校での多読研究がすすまない理由は以下のように考えられる。 
・検定教科書を使っての学習支援中心で、リーディングに特化した時間確保が困難。 
・リーディングの指導支援方法が確立されていない。それについての研修の機会がない。 
・校務や部活動指導など教師の研究をすすめる時間と「気力」がない。 
 その中で筆者は、生徒が多くの英文を読むことで、それに「好意的」になれるよう多
読学習を導入し、内容読解を測る際の「問いの種類」で正解率に差があるかを検証した。
そして公立中学校におけるリーディング研究の一助となることを試みた。 
 
２ 研究方法 
（１）調査対象者  
  兵庫県三田市立狭間中学校の３年生１４３名を対象に、「朝学習」の 10 分間 68 回と
補完的に普段の授業で 10 分間の多読学習を６回行った。  
（２）調査時期  
   ２０１４年７月～２０１５年 1 月中旬  
（３）教材  
2014 年 7 月から 2015 年 1 月中旬まで市販の多読教材「読みトレ 100 ビル君が見
た日本」（浜島書店 2013）と「入試長文ドリル」（正進社 2013）を朝学習 10 分で用い、
普段の授業では 2014 年 11 月から計 6 回 Oxford Reading Tree の絵本を用いた。  
「ビル君の見た日本」（資料①）は 3 年生向けの教材で、1 項 80～120 語で書かれた
100編からなるショートエッセイである。1冊読めば 1万語読んだことになる多読教材で、
その内容は、アメリカから日本の中学校に留学している 15 歳のビル君が、日本文化や日
本の学校行事などについて思ったことを綴っているエッセイである。生徒たちはその英
文を読むことによって日本文化や日本の学校について学ぶことも出来、その各項に
Comprehension Question が一問ある。  
「入試長文ドリル」は 47 都道府県の入試の長文問題の一部抜粋されたもので構成さ
れ、1 項あたり 120 語～200 語程度のあたりの文章である。各項に Comprehension Check
が１つあり、その問いの内容は、内容正誤問題、要約問題、英問英答などさまざまパタ
ーンで問われ、また 1 分間に何語読めたかの記録も出来る。  
Oxford Reading Tree の絵本（資料②）は、イギリスの 80％以上の公立小学校で採
用されている「国語」の教科書で、かわいいキャラクターが登場するユーモアのある「オ
チ」が盛り込まれた短い 8 ページから 36 ページの程度の物語である。Stage１～９まで
レベルに分けられており、English Native Speaker が使う「自然な表現」や未習表現も
あるが絵をヒントに読みすすめられる。各 Stage の難易度は「英語が得意な」中学 3 年
生であれば Stage6～7、「平均的」な生徒たちなら Stage3～5、「苦手」な生徒は Stage3
～1 である。筆者が各 Stage6～12 冊準備し、生徒たちは自分の「英語力」と「（自らが
思う）読みやすさ」をもとに自由に読む本を選んだ。  
（４）研究方法  
「ビル君が見た日本」で Comprehension Question の正答率を前期 25～50 回、1～
24 回目については後述する。後期 51～100 回に分けて生筆者自作の「読みトレシート」
に生徒が記録し、それを提出させた。そしてどう読解力が変容しているかをみるため、
実力テスト（2014 年６月実施と 2014 年 11 月）で初見の長文問題で正誤問題の正解率を
筆者がデータを記録した。  
Oxford Reading Tree の絵本では筆者自作のワークシート（資料③）で、自分の読
んだ本のレポートを書かせた。また内容読解力を測るためのテストにも用いた。  
 また研究者普段の授業実践の中で、毎学期末生徒たちから「学習の振り返りアンケー
ト」（資料④）を取り、生徒の英語学習における情意面について、また生徒自らが思う「自
分の頑張ったこと」や「英語学習は好きか、そうでないか」などを書かせている。その
中で多読学習についての感想も書かせた。それらも参考に結果と考察を行った。  
 
３ 結果と考察 
 読解力を測る問いとして、一般的に、本文内容正誤問題、日問英答、指示代名詞の指
すもの、英問英答問題があるが、本研究では「情報の読み取り」、「英語での内容正誤問
題正答率」２つの問いから生徒の読解力を検証した。また併せて「リーディングに対し
ての情意面」も考察した。  
3-1「情報の読み取り」 
「ビル君の見た日本」の Comprehension Check の内容は事実発問で、その答えと
なる英文に下線を引くというものである。そこで本研究ではそのような解答の仕方を「情
報の読み取り」と呼ぶ。100 編からなるエッセイで 1 回目から 20 回目までは日本語問わ
れ、21 回目から英語で問われる。ここでは前期データを 26 回目～50 回とし、（1 回目～
25 回は問に慣らすための期間とした。）後期を 50 回目～100 回目までとして、生徒の自
己申告の正答率を見た。正答率の平均は前期が 77.1％、後期のそれは 77.8％であり、0.7％
の正解率が上がったものの、あまり伸びが見られなかった。その理由は、次のように考
えられる。前半は 2 年生の文法事項を用い、後半に比べて少し平易な文体で書かれてい
たため Comprehension にも対応しやすかったようだ。そして後半になってくると読むこ
とへの慣れは見込めるが、一項の語数が少し多くなり、分詞や関係代名詞などの後置修
飾など文章も入り、文章が多少難しくなって理解に影響し、正解率が伸びなかった。  
3-2「英語での内容正誤問題正答率」 
 この観点は多読を始める前の 6 月中旬の実力テストと多読開始 4 ヶ月後の実力テスト
で、内容読解の問題で、理解力がどう向上したかを視た。  
 それぞれの実力テストでの問題文のジャンルは説明文とした。特に他意はないが、普
段の生徒の学習を見ていると、文章のジャンルで読解力の差が見られるのではなく、長
文の難易によって影響されることを感じたからである。  
 多読を本格的に始める前の 6 月中旬の実力テストの「内容正誤問題」の平均点は各 6
点満点で、平均点は 3.3 点（正解率 57％）、多読を始め 4 ヵ月半後のそれは 3.6 点（正解
率 60％）であり、わずかな伸びを見せた。問題の問い方としては、「本文の内容にあっ
ているものを２つ選び記号で答えなさい。」とし、5～6 文中から選ぶものであり、「勘」
による正解も含まれてはいるように思うが、学習がすすむにつれ文章も難しくなる中、
わずかでも伸びが見られた。  
3－3 生徒の読解活動に関しての意識 
3-3-1 英文を読むことについて  
 「情報の取り出し」で前期が後期より正答率が上がらなかった考察は前述したが、各学期
ごとに取る「学習の振り返り」の 2 学期分を見ると、「読むこと」への好意的な回答が 75％、
（好きである、まあ好きである）、否定的な回答 25％であった。（あまり好きでない、好きで
ない）好意的な回答の理由の主なものは以下の通りである。  
・内容がおもしろくすらすら読める。  
・私たちと身近な話題があって分かりやすい。  
 一方否定的な回等の理由の主なものは以下の通りである。  
・英語がわからないから面白くない。  
・英文を見ているだけでしんどくなる。  
 好意的な回答は内容に関することが多く見られたが、否定的なそれには、「自分の英語理解
度や学習の嗜好」についてであった。内容が面白ければ学習も前向きに取り組める傾向が見
られた。 
3-3-2 英語学習に対しての情意面について  
 多読学習が生徒の英語学習の情意面に対して好影響をもたらす先行研究はあるが、本研究
でもそのようになった。対象生徒に 2 年 3 学期時にとった「学習の振り返り」では「英語学
習は好きである、まあまあ好きである」の肯定的回答が 67％、「あまり好きでない、好きで
ない」の回答が 33％であった。多読学習を始めて 1 ヵ月後、3 年 1 学期末のそれは、肯定的
71％、否定的 29％であり、3 年 3 学期末のそれは肯定的 79％、否定的が 21％と英語学習を
好む生徒が増えた。  
 
４ まとめ 
4-1 生徒の読解活動について 
 本研究では、読解力を「情報の読み取り」「内容正誤問題」とし、また多読による英語
学習の生徒の情意面を各学期で行っていた「振り返りシート」で考察してきた。読解力
を測る問題として英問英答があるが、実力テストを採点している際に違和感を持ったた
め考察には入れなかった。それは、問われていることには答えられているのに、答え方
が違うので正解にならない、という事象が多く見られたためであった。例えば 「Q：  
Who wrote the song? A:○Franz did.だが、 △It’s Franz.とする生徒が比較的多くいた。
「誰が作曲したのか、フランツが作曲した。」は理解できている。それを読解力ととって
丁寧にデータを見るべきであったが、「現場の煩雑さ（1 週間以内に素点を出し生徒にテ
ストを返却する）と筆者の器量が足りずに丁寧なデータ収集が出来なかった。  
 3-1 で述べたように「情報の読み取り」では問いに対する情報がどこに書かれてあるか
を多くの生徒たちは読み取ることができる、しかしながら 3-2 で記したように、実力テ
ストでの「正誤問題」の正解率は 60％には伸びたが「情報の取り出し」の 77％には至っ
ていない。その差はテキストの量と内容読解の問い方にある。「ビル君の見た日本」で後
半の一項の語数が増加したことや文章の複雑さで生徒たちの正解率が下がったように、
実力テストは長文の語数がかなり多く、その中から問われている内容を見つけなければ
ならない。そこに負荷がかかった。本研究では生徒たちの読解力を診る上で、生徒たち
の答えやすさ（正解率の高さ）が「情報の取り出し」＞「内容正誤」となった。  
4-2 今後の課題 
 「多読学習を通して読解力をどう測るか」の先行研究があまりなく、本研究はその一
例となるべく取り組んだが、かなり「荒い」実践研究となってしまった。今後は多読に
よって培われる「力」を検証し、それが多読によってどう伸びたか、という研究のベー
スとなる「問い」を明らかにしてから、実践研究を行えば多読学習の効果がより明らか
になるものと思われる。今後はその点に留意して研究をすすめていきたい。  
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